

















　1949 年にアメリカ会計士協会（American Institute of Accounting；










































『財務諸表の検証』（Verification of Financial Statements）が AIA から
1929 年に公表され、さらに 1936 年には『独立公共会計士による財務諸
表の検査』（Examination of Financial Statements by Independent 
Public Accountants；以下『財務諸表の検査』と呼ぶ）へと改正されて
いる。このとき、「内部牽制制度（system of internal check）」から「内































































て 1947 年に AIA より提示されていた『監査基準試案』（Tentative 
statement of auditing standards）が、1954 年に『監査基準』として修
正提示されているがその内容は概ね試案の内容を受けたものであり、狭
義な内部統制概念を取り扱ったものである。また、1947 年から 1956 年
にかけて AIA から公表されている監査手続のケーススタディや、同じ
く AIA から 1950 年に公表された内部統制のケーススタディでも、狭義
な内部統制との指摘がある 6。
　一方で 1958 年に AICPA の監査手続委員会より公表された『監査手
続書第 29 号「独立監査人の内部統制の範囲」』（Statement of Auditing 
Procedure No.29 “Scope of the Independent Auditor’ s Review of 
6 小西（1980）、p.52
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Internal Control”；以下、SAP No.29 とよぶ）や、同じく『監査手続書













４．旧 FW と新 FW での財務報告に係る内部統制の変化
　現在、内部統制の定義として広く世間に浸透しているのは、COSO に
よる『内部統制の統合フレームワーク』によって定義されたものである。
1992 年に COSO から本書が公表されてから（以下、旧 FW とよぶ）20
年以上も内部統制に関する事実上の基準として受け入れられてきた。そ
の間に企業を取り巻く環境も大きく変わってきたことを受け、それに対
応した新しいフレームワークが 2013 年に公表された（以下、新 FW と
よぶ）。この旧 FW と新 FW との間では大幅な変更が加えられており、
監査人が監査上留意すべき財務報告に係る内部統制についても変化が見
られると考えられる。以下では、旧 FW と新 FW とを比較して、財務




　まず、旧 FW から新 FW への改訂において、概ね変わっていないと
されているのが 3 つの目的カテゴリーと 5 つの構成要素である。旧 FW
に お い て 目 的 の カ テ ゴ リ ー と し て 挙 げ ら れ て い た の が「 業 務 」
（Operations）、「財務報告」（Financial reporting）、そして「遵守」
（Compliance）の 3 つである。これについては新 FW でも一部を除いて
大きくは変わらず、3 つの目的カテゴリーは「業務」目的（Operations 
Objectives）、「報告」目的（Reporting Objectives）、及び「コンプライ





































SAP や SAS で検討を積み重ねてきて内部統制の構成要素として導き出
されたものであるため、大きく変更する必要が無かったと考えられる。





































　また、これらの原則にはそれぞれ関連する 3 ～ 5 程度の重要な特徴を
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　最後に、モニタリング活動に関連する原則は 2 つあり、原則 16 は旧
FW の頃から内部統制において必要不可欠な日常的評価と独立的評価の
整備・運用に関するものである。原則 17 は内部統制の不備に関するも
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